
別紙－１ 

平 成 ２５年 度  事 業 概 要 の主 な内 容  

 

1)多様な交流と活力ある「静岡」づくり  

 

2）安全安心な「静岡」の暮らしを実現  
 

■橋梁補修、耐震補強及び防災対策の推進  

・老朽化が進行する橋梁の補修、東海地震等に備えた橋梁の耐震補強を推進 

・雨量規制区間内の防災対策実施 

・東海・東南海・南海地震対策として、「道の駅」の防災機能の強化に向けた施設整備を推進 

■交通安全対策の推進  

・『静岡県事故ゼロプラン～事故危険区間重点解消作戦～』等により、重点的に交通事故・安全対策を推進 

 

3）美しく快適なまち「静岡」の創出  
 

■国道 1 号  無電柱化の推進      

・歩道上の電柱や電線類をなくし、快適で安全な歩道空間とするために、無電柱化を推進 

■地域と協働した道路美化対策 （ボランティアサポートプログラム）  

・地域の方々と協働して、歩道の清掃、花壇の整備を行って頂き、快適な歩道空間を確保 

 

 

■国道１号  静清バイパス  ４車線化工事の推進   

①鳥坂 IC～千代田上土 IC（延長 2.8km） 

・平成 26年度 完成 4車線供用に向け工事推進 

②羽鳥 IC～牧ヶ谷 IC（延長 0.5km） 

・平成 26年度 完成 4車線供用に向け工事推進 

③牧ヶ谷 IC～丸子 IC（延長 3.0km） 

・平成 30年度 完成 4車線供用に向け調査設計および工事推進

④清水立体（延長 2.4km） 

・工事着手に向け用地買収および調査設計推進 

■渋滞解消事業の推進  

○国道 1号 富士由比バイパス（寺尾交差点） 

・主要渋滞箇所である寺尾交差点の平成 25年度立体化供用

に向け工事推進 

○国道 139号 富士改良 

・（都）津田蓼原線～（県）富士由比線間（延長 0.7ｋｍ）について

は、平成 27年度部分供用に向け工事推進 

・（都）前田宮下線～（都）津田蓼原線間（延長 0.8ｋｍ）については

、用地買収及び調査設計推進 

 




